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資料紹介
三木与吉郎編
『阿波藍譜』史料篇 上• 中・下三巻
津 J 1 正 幸
「阿波藍譜』史料篇は，三木産業株式会社（徳島県板野郡松茂町中喜来）会長三木輿吉
郎氏によって藍商創業300年記念に出版されたものである。 もつとも本書収録の資料整
理，願刻，校正などの担当はいうまでもなくその名もかくれない三木文庫主任，後藤捷一
翁である。翁などと言おうものならお叱りを受けるが，たしか明治25年 (1892)のお生れ
と聞く藍の生き辞典。同翁はすぐる年にはたしか大阪文化賞を受賞され，大阪史談会の代
表理事，大阪郷土史界の重鎮であり，徳島県文化財専門委員，県史編集委員の要職にあっ
て，文化史学界で著名なだけではなく，染色技術家として，染織業界においても，っとに
高名をはせた人である。
社会経済史学会においては，昭和34年5月24日第28回社会経済史学会大会（於松山商科
大学）において「日本資本主義成立期の諸問題＿四国を中心として―-Jの共通論題
で， 「阿波製藍業」の研究発表をされ，その論稿は『社会経済史学」第25巻6号に， 「明
治時代の阿波藍」として収録されている。
ところで，三木文庫においては，さきに昭和30年4月， 藍商創業280年記念に， 『出藍
録」を刊行し，爾来ひきつづき機会あるごとに，同文庫の関係図書を発刊して，藍業界の
史実を江湖に伝えることにつとめられた。その一つとして， 『阿波藍譜」シリーズがあ
る。すなわち，
「阿波藍譜』栽培製造篇 昭和25年1月16日発行 A5判 538ページ
「阿波藍譜』史話図説篇 昭和36年11月30日発行 A5判 544ページ
r阿波藍譜J史話図説篇増補版昭和38年1月16日発行 A5判 338ページ
「阿波藍譜」外篇昭和39年4月1日発行 B5判 96頁
r阿波藍譜」精藍事業篇 昭和46年12月25日発行 A5判 574ページ
の5冊である。
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本書は，この「阿波藍譜」シリーズの続篇であるが，既刊本が，三木文庫所蔵資料を主
として収録したものであるのにたいし，本史料篇は，全国各地に散在する阿波藍関係史料
—中にはすでに刊本に収録されているものもある。一361件の厖大な史料が原則とし
て編年により配列して収録され，これらの史料所在の地域は北海道から沖縄まで，時代的
には中世末から近代にまでおよんでいる。
上巻には，第1号史料から第107号史料まで，永正14年9月 (1517)「長坂口紺灰問屋文
書」から，文政13年5月 (1830) 「倉橋島庄屋御用留」まで， 693ペー ジ。
中巻は第108号史料天保2年 (1831) 「尾州起村村方御鯛留」から，第236号史料年号不
詳「東海道宿附道法記」まで， 523ペー ジ。
下巻は， 第237号史料明治元年「御鑑札御受印帳」から， 第361号史料昭和18年9月調
「阿波藍販売地区域人名表」まで， 673ページ。合計1889ページにおよぶ大冊である。
ところで，本史料篇に収録された多量の史料の内容であるが，一言にしていえば，編者
が解説の中で述べておられるとおり， 「いささかでも藍に関係あるものとして目についた
史料」であって，内容は多岐にわたり，分類しがたい。それは，近世・近代文書のつねと
して，標題はかがげているが，内容はその標題の示す単一のものではなく，主題がいくつ
にもわかれている一複合主題をもっているからである。例へば，本史料篇第5号史料「在
国在府日記」，の内容は，大阪立売堀の丹後屋勘七が紺屋営業を願い出たこと。それには
運上銀を 5か年間，毎年金20両づつ上納すること。の2主題があって，標題は内容を示さ
ない。あえて関西大学図書館近世資料分類表（主題別）によって分類するとすれば647,
雑工業・雑職に入れるか， 255, 附加税，に分類するかのいずれかである。
同じことは第6号史料「阿州藍売助右衛門一件」についてもいえる。すなわち，その内
容は助右衛門差出し訴状之写，藍代金預り手形之写，預ケ置申藍玉之事，口上書上などの
文書からなり， 主題は訴訟であるから， 430 訴訟の項に分類すべきであるが，その他の
主題は， 720 金融機関， 750 売買，に入れなければこの複合主題を満足させることはで
きない。
要するに，編者のいう「内容・性質も種々であり，一々詳細な解説を附すいとまもない
うえに，それぞれの史料の利用者が，個々の研究上の立場から批判・検討すべき性質のも
の」であるからで，分類するよりも丹念に読まなければならない。
それはそれとして，本書は，編集にあたって細心の配慮がなされている。すなわち，凡
例において，
1. 薫刻に際しては，原本または史料蒐集時の稿本に拠ったが，なにぶんにも蒐集期間
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が長かったため，その後厳密な校訂を経て刊行された一部の史料については，出来るだ
けそれらとの校合・補正に心懸けた。また一部の史料については，刊本をそのまま引用収
録した。
1. 原本または稿本中の変態仮名・異字・俗字・略字については，主として正字に改め
たが，一般的な俗字・略字の類はそのまま用いた。
1. 稿本あるいは刊本中で，明白に誤字・誤写・誤植と認められる箇所については観刻
を機に訂正し，また誤用・脱漏と判明したものについては，稿本を尊重して妄りに変改
せず，その儘とした。平仮名・片仮名・傍線なども，すべて稿本・刊本通りである。随
って全般的には不統一の餓りは免れない。句読点は適宜加えた。
と明示されているとおり，長年月をかけて史料を蒐集し，誤記・誤写・誤植を正しつつ
も，なお稿本を尊重し，妄りに変改しないという態度をつらぬいている。
例へば，手許にある刊本と本書と校合して示せば， 「喜大塁阿波藩民政資料』下巻1737
~1770ページ所収の「御国中藍作見分記録」と同文書が，本史料篇上巻第14号史料「国中
藍作見分記録」として収録されている。
民政資料は， 5号活字43字Xl4行棒組で，句読点はない。史料篇は，九ボ活字， 25字x
19行2段組で，句読点が付されている。また，全文をとおして誤字ー上全ーは上同に，候
は几に改め， 138ページ下段13行目大萬は略字万を萬に改めたものであり， 17、18行目の
辻舟八貫・辻舟五貫は三十八、三十五が改められたものである。 140ペー ジ上段， 東黒田
と東高輪の2行， 142ページ下段の粟島と知恵島の2行は， それぞれ)I厠字が入れかえられ
ている。 141ページ上段の平岩は平石ではなかったか。 151ページ上段13行目の次に，東中
須弐町三畝程の一行はなかったか。など気がかりである。 146ページ，知恵島村七郎
右門と問答のくだりは，問と答を改行し，適切な句読点が付されているので，大へん読み
易くなっている。
さらに，いま一つの例をあげよう。民政資料1908~1920ページの「藍方御代官名面」
が，史料篇上巻第30号史料として213~220ページに収録されている。
ここでも細心の注意がはらわれたことが判明する。すなわち，朝井喜和之函・中川左馬
之返など，誤字ー返ーは丞に，十二支の誤字一己ーは巳に改められ，民政資料の方で，（此
（附箋）
分附箋，寛政元..…・)' (此分附箋，……）， （此所分附箋，……）を， （寛政元……），
（附箋） （附箋）
（………）， （………）のように，おさまりよく改められている。
以上，上巻のみについて， 2例をあげたにすぎないが，上・中・下全巻を通じて，丹念
な校合・補正がなされており，「全般的には不統一の識りは免れない。」などのことは，微
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塵も感じさせない出来あがりである。
何よりも，われわれ利用者にとって有難いことは，不注意に見すごしていた史料，刊本
の中にあったことさえ気付かなかった史料，刊本になっていることを知らずにいた史料を
集録されたこと，さらに，三木家が堅持された「一紙一片たりとも門外不出」の家是によ
って，散逸・腐蝕をまぬがれた厖大な文献・史資料が，一部とはいえ，数多く本書に収録
されていることである。
同学の諸兄の多くが板野郡松茂町中喜来の三木文庫を，史料を訪ねることだけを目的
に，京浜•阪神から再三に足をはこばれるのを聞くにつけ，不精者の私のような，しかも
郷里の実家から至近の距離にあり，幼児期からトレード，マーク企の名を熟知し，長じて
後，貴重な史料を所蔵されていることを知りながら，それも昭和36年発刊の『阿波藍譜」
史話図説篇，参考文献に掲上されたもので，是非に見たいと思いつつ，訪れることもなく
十数年の歳月を過してしまった者にとって，本史料篇を手にして， そこに， 同文庫所蔵
の， 『享保十五年藍玉之儀二付江戸問屋£相願庄壼巻」を，第12、16号史料に， 「天明九
酉年正月乍憚以書付奉願上候」を，第43号史料「藍玉高直につき江戸紺屋訴状」に， 「江
戸売仲間名面売合規定」を，第66号史料，同標題のままに， （以上，上巻），文久元酉年
五月， 『紺屋拾壼組力藍屋ね対御願書之写」を， 第188号史料同標題（中巻）に見出した
時の感激は何ともいえないものであった。誠に有難い史料篇である。
とにかく，本書の価値を述べるに多言を要すまい。すでに「毎日新聞」昭和50年1月14
日夕刊5面に， I:近世経済史に貴重な阿波藍史料、として紹介され， 「藍商創業300年記
念出版というが，宜伝臭は全くなく，学術書としてもきわめて地道なもので，高く評価さ
れる文化事業といえる。」との讃辞がある。そのことは，三木文庫の既刊本すべてにあて
はまることで，とくに『阿波藍譜』シリーズ全巻については，学界の貴重な共有財産を提
供された三木文庫に深謝しなければならない。また後藤捷一翁の八十路をこえてなお倦ま
ず弛まない透徹した学的追求に大いなる讃辞をおしまぬものである。
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